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【年通号数】公開・登録公報2011-029
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【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/35     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/35    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月7日(2013.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
電磁波を測定するための電磁波測定方法であって、
電磁波の時間波形を取得する波形取得工程と、
ウェーブレット変換を用いて前記電磁波の時間波形をウェーブレット展開係数に分解する
分解工程と、
前記各ウェーブレット展開係数の所定の測定帯域におけるスペクトルへの影響度合いを算
出する算出工程と、
少なくとも前記ウェーブレット展開係数のスペクトルへの影響度合いに基づいて、前記ウ
ェーブレット展開係数を重み付けする重み付け工程と、
前記重み付けされたウェーブレット展開係数をウェーブレット逆変換によって時間波形に
変換する変換工程と、
を含むことを特徴とする電磁波測定方法。
【請求項２】
前記重み付け工程で得られた測定物ごとのウェーブレット展開係数の重み付けをデータベ
ースとして保存する保存工程と、
前記測定物に応じて前記ウェーブレット展開係数の重み付けを調整する調整工程と、
を含み、
前記変換工程において、前記調整工程によって重み付けを調整されたウェーブレット展開
係数をウェーブレット逆変換によって時間波形に変換することを特徴とする請求項１に記
載の電磁波測定方法。
【請求項３】
前記重み付け工程において、前記ウェーブレット変換で使用するしきい値と前記ウェーブ
レット展開係数のスペクトルへの影響度合いに基づいて、ウェーブレット展開係数を重み
付けすることを特徴とする請求項１または２に記載の電磁波測定方法。
【請求項４】
前記算出工程において、前記各ウェーブレット展開係数のスペクトルへの影響度合いとし
て、前記分解したウェーブレット展開係数の値を１つだけ取り出し、ウェーブレット逆変
換により時間波形に復元し、得られた時間波形をフーリエ変換し、少なくとも１つの周波
数の信号強度を足し合わせた値を算出し、この算出を各ウェーブレット展開係数について
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繰り返すことを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の電磁波測定方法。
【請求項５】
前記算出工程において、前記各ウェーブレット展開係数のスペクトルへの影響度合いとし
て、予め分解しておいたウェーブレット展開係数の値を１つだけを取り出し、その値を規
格化し、ウェーブレット逆変換により時間波形に復元し、得られた時間波形をフーリエ変
換し、少なくとも１つの周波数の信号強度を足し合わせた値を算出し、この算出を各ウェ
ーブレット展開係数について繰り返すことを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記
載の電磁波測定方法。
【請求項６】
前記少なくとも１つの周波数の信号強度を足し合わせた値は、周波数の信号強度を、周波
数ごとに重み付けして足し合わせた値であることを特徴とする請求項４または５に記載の
電磁波測定方法。
【請求項７】
前記電磁波は、３０ＧＨｚ以上３０ＴＨｚ以下の範囲内の周波数の成分を含むテラヘルツ
波であることを特徴とする請求項１から６の何れか１項に記載の電磁波測定方法。
【請求項８】
電磁波を測定するための電磁波測定装置であって、
電磁波の時間波形を取得する波形取得手段と、
ウェーブレット変換を用いて前記電磁波の時間波形をウェーブレット展開係数に分解する
分解手段と、
前記各ウェーブレット展開係数の所定の測定帯域におけるスペクトルへの影響度合いを算
出する算出手段と、
少なくとも前記ウェーブレット展開係数のスペクトルへの影響度合いに基づいて、ウェー
ブレット展開係数を重み付けする重み付け手段と、
前記重み付けされたウェーブレット展開係数をウェーブレット逆変換によって時間波形に
変換する変換手段と、
を有することを特徴とする電磁波測定装置。
【請求項９】
請求項１から７の何れか１項に記載の電磁波測定方法をコンピュータに実行させることを
特徴とするプログラム。
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